序論
小預言書についての話を始めるにあたり、まず彼らについての二つの基本的な事実を述べます。
1. これらの12の書は、その書物の長さのために小預言書と呼ばれており、それらを書いた預言者たちの重要性や正当性が低いからではありません。
例えば、大預言者たちを調べると、次のことが分かります。
· イザヤ書 – 66章
· エレミヤ書 – 52章 + 哀歌 – 5章 = 57章
· エゼキエル書 – 48章
· ダニエル書 - 12章
· 大預言書の平均的な長さ = 46章
12小預言書の平均的な長さは約6章です。したがって、重要性や正当性のためではなく、長さのために「小」なのです。
2. どうやら、「小預言書」という名称は、長い書を大預言書、短い書を小預言書と呼んだアウグスティヌスによって作られたようです（アウグスティヌス、紀元354～430年）。
I. 小預言書 ― 歴史／年表
一般的な意味では、小預言書は三つの主要な時期に分けることができます。

A. 紀元前721年 – これは、イスラエルの北王国がアッシリア軍に敗北し、ユダの手紙ヤ人が連れ去られてアッシリア帝国のさまざまな地域に移住させられ、そこで最終的に異民族の文化、異民族の家族、そして異教の宗教や慣習に同化していった年です。紀元前1000年頃から紀元前900年頃までに、ヤコブ（イサクの息子、アブラハムの息子）の子孫である12部族から成るユダの手紙ヤ民族は、最終的にサウル王、次いでダビデ、そして最後にソロモンのもとで統一されたことが分かっています。

ソロモンが紀元前931年に死ぬと、12部族を誰が治めるかを決めるために内戦が勃発しました。これにより統一王国は分裂し、2部族（ユダの手紙とベニヤミン）はソロモンの息子レハブアムに忠誠を保ちました。レハブアムは、当時ユダの手紙の南王国と呼ばれていた国を、都をエルサレムに置いて治めました。
北に位置していた他の十部族も、イスラエル北王国と呼ばれるものを形成し、ソロモンの元役人の一人であるヤロブアムに率いられました。ヤロブアムは、最初の首都シェケムから統治しました。北王国にはティルツァも首都として存在し、最終的にはサマリアが首都となり、紀元前721年にアッシリア人によって王国が滅ぼされるまで、その首都であり続けました。
したがって、ソロモンの死から紀元前587年の南王国の滅亡まで、約350年間続いた分裂王国が存在し、北王国と南王国のそれぞれを20人の王が治めました。
北王国は、主に他の文化や宗教に吸収されたため、再建されることはありませんでした。その民は、イスラエルの失われた部族と呼ばれました。一部の人々は、古代の部族領地に戻って定住しましたが、他の民族や異教の宗教と混じり合ったため、もはや純粋なユダの手紙ヤ人とは見なされず、北方の部族の土地の元の名称および首都であるサマリアにちなんで、サマリア人と呼ばれました。彼らは、イエスの時代に至るまでユダの手紙ヤ人の歴史記録の中で言及され続けました（井戸のそばの女 – ヨハネの福音書 4:4-42）が、再びユダの手紙ヤ民族の一部に含められることはなく、神殿での礼拝に参加することも許されませんでした。時がたつにつれて、彼らはユダの手紙ヤ人から軽蔑されるようになり、「サマリア人」という言葉は、ユダの手紙ヤ人によって嘲りの言葉として使われました――「ユダの手紙ヤ人たちは答えて、彼（イエス）に言った。『私たちが、あなたはサマリア人で、悪霊につかれていると言うのは、正しいではないか』」（ヨハネの福音書 8:48）。
「当時の正統派ユダの手紙ヤ人にとって、サマリア人は他のどの国籍の異邦人よりも汚れていた。」
― J.E.タルメージ ―『イエス・キリスト』
したがって、北王国の地域には最終的に混血のユダの手紙ヤ人が再び住むようになり、サマリアと呼ばれました。

紀元前587年にバビロンのネブカドネザル2世によって敗北した後、多くのユダの手紙ヤ人の生存者（職人、工匠、若い貴族、若い女性、祭司、レビ人、神殿の役人、ラビたち）がバビロンへ捕囚として連れ去られました。
しかし、征服した民を外国の諸国に分散させることによってその統一と文化を破壊し、将来の脅威としての存在を消し去るという方法を取ったアッシリア人とは異なり、ユダの手紙ヤ人の北王国は、多くの人々がサマリアに戻った後でさえ、再び強大な国家になることはありませんでした。
しかし、バビロニア人は、教育、技能、または職業に応じて、捕囚となった人々をバビロニア帝国に仕えるために再教育し、再訓練することによって帝国を築き上げました（例―ダニエル）。
これにより、南王国ユダの手紙のユダの手紙ヤ人の捕囚たちは、異国で捕囚の身として暮らしている間も、自分たちの文化と宗教を維持することができました。ユダの手紙ヤ人が組織的な礼拝を続けるために会堂（「祈りの家」を意味するヘブライ語）を設立し始めたのは、バビロンにいたこの時期のことです。エルサレムの神殿が破壊されていたからです。
新約聖書の教会は、活動内容が教え、祈り、賛美、交わり、奉仕であったユダの手紙ヤ人の会堂を手本としています。主な違いは、会堂では律法または預言者の書、しばしばメシアの約束に関する箇所を朗読すること、そして祭り、特に過越の祭りを守るための準備が最高潮であったのに対し、新約聖書の教会では、メシアの来臨と、十字架上でのその贖い、そして三日後の復活を記念することが最高潮であるという点です。
言い換えれば、ユダの手紙ヤ人たちは来たるべき救い主を望みつつ礼拝しており、今日でも多くの人々がそうしています。一方、私たちクリスチャンは、来られた救い主への感謝をもって礼拝し、現在はその再臨を待ち望んでいます。
誤解してはなりません。ニュースで報じられている出来事、彼らの古来の慣習、偉大な宗教教師たちの一見した知恵、さらには軍事における勇敢さや、芸術・科学・金融の世界での成功にもかかわらず、ユダの手紙ヤ民族とユダの手紙ヤ教は、イエスが自分たちのメシア、または神の御子であることを、今なお断固として強く否定し、この考えを退けようと意識的に努めています。彼らはキリスト教に好意的ではなく、可能な場合にはその普及を妨げています。
彼らは約2:000年前にイエスを主として拒み、今日も集団としてそうし続けていますが、どの世代にもキリストを告白する少数の人々が常にいます。もちろん、私たちはユダの手紙ヤ人の隣人を含め、いかなる国民に対しても偏見を持っていません。すべての国民が福音を聞いて信じ、皆が主の御名によってバプテスマを受け、私たちと同じように、主イエス・キリストの弟子となることを願っています。
私の本題に戻りますが、南王国は捕囚中でさえ、その文化的純粋性と宗教的実践を保ち続けました――したがって、70年後に彼らが最終的に帰還するというエレミヤの預言が成就したとき、彼らはこの祝福を享受することができました。
この奴隷の期間が終わったら、わたしはバビロン王とその国の民を、彼らの罪のために罰する。カルデヤの地を永久に荒れ果てた所とする。
- エレミヤ書 25:12
彼らが帰還する時が来たとき、彼らは準備ができていただけでなく、実際に、捕囚に送られる前に持っていたものとよく似た、独自のユダの手紙ヤ人の王国を再建することができました。この帰還と再建の記録は、エズラ記、ネヘミヤ記、ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書に記されています。
この時期の年表を見て、北王国と南王国に語るために神によって遣わされた預言者たちを割り当ててみましょう。彼らは主に、不従順な行いのために彼らの上に臨もうとしていた災いについて警告しました。
この年表に従って小預言書を割り当てると、旧約聖書に登場する順序を単に暗記するよりも、彼らとそのメッセージを容易に覚えられます。しかし、その前に、ヘブライ語聖書と旧約聖書を復習し、比較したいと思います。
II. 正典（霊感を受けた書物）の構成：
A. ヘブライ語聖書 ― ユダの手紙ヤ教
トーラー – 教え
· 創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記
ネヴィイーム – 預言者
以前の
· ヨシュア記、士師記、サムエル記、列王記
後の
· イザヤ、エレミヤ、エゼキエル
小預言書 ― 一つの書にまとめられている
· ホセア書、ヨエル書、アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ書、ナホム書、ハバクク書、ゼカリヤ書、ハガイ書、ゼパニヤ書、マラキ書
ケトゥビーム – 諸書（詩歌）
· 詩篇、箴言、ヨブ記
5つのメギロート ― 巻物
· 雅歌、ルツ記、哀歌、伝道者の書、エステル記
歴史的
· ダニエル記、エズラ記、ネヘミヤ記、歴代誌
合計 – 24巻
B. 旧約聖書 ― キリスト教
モーセ五書
· 創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記
歴史的
· ヨシュア記、士師記、ルツ記、サムエル記第一・第二、列王記第一・第二、歴代誌第一・第二、エズラ記、ネヘミヤ記、エステル記
知恵
· ヨブ記、詩篇、箴言、伝道者の書、ソロモンの歌
預言者 （大）
· イザヤ書、エレミヤ書、哀歌、エゼキエル書、ダニエル書
（未成年者）
· ホセア書、ヨエル書、アモス書、オバデヤ書、ヨナ書、ミカ書、ナホム書、ハバクク書、ゼパニヤ書、ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書
全39巻
C. 第二正典 I
これらの書物は、ローマ・カトリック教会、東方正教会、非カルケドン派正教会、およびアッシリア東方教会によって正典（霊感を受けたもの）と見なされていますが、ユダの手紙ヤ教、プロテスタント、また回復運動（キリストの教会）によっては正典と見なされていません。「非カルケドン派」とは地理的な位置を指し、エチオピア、コプト、アルメニア、シリア、エリトリアを含みます。
· トビト記、ユディト記、エステル記への付加、マカバイ記第一・第二、ソロモンの知恵、シラ書、バルク書、エレミヤの手紙、ダニエル書への付加
D. 第二正典 II
これらの書物は、正統派の教会だけによって正典（霊感を受けたもの）と見なされています。
· 第一・第二エズラ書、マナセの祈り、詩篇151篇、第三・第四マカバイ記、頌歌
これらの追加の書物は、ほとんどのカトリックおよび正教会の聖書に含まれており、旧約聖書と新約聖書の間の400年間についての情報を提供しています。これらはしばしば外典、または隠された書物と呼ばれます。これらは新約聖書の正典に含めることを拒否されました（canonとは「基準」を意味し、どの書物が基準に適合するかを示します）。これらが正典として受け入れられなかった理由は次のとおりです。
1. 使徒の働きによる著作または権威を欠いていた（すなわち、ルカは使徒の働きではなかったが、使徒の働きパウロの弟子であった。マルコは使徒の働きではなかったが、イエスによって選ばれた使徒の働きであるパウロとペテロの両者の初期の弟子であった。
1. 多くの書物は、誤りがあるか、霊的内容が浅すぎて含めることができなかったため、退けられた。
いずれにせよ、ユダの手紙は、聖徒たちに一度限り与えられた真の信仰の体系を私たちが持っていると告げています――ユダの手紙3節。また、ペテロはペテロの手紙第二 1:1-4で、神が御言葉において、霊的な生活に必要なすべてのものを私たちに与えてくださったと保証しています。
小預言書が紀元前150年までにヘブライ語聖書の正典に受け入れられていたことが分かります。
III. 小預言書 ― 年代順
十二小預言者が活動した時代と、その働きの焦点を覚える簡単な方法は、彼らが三つの主要な時代と場所のいずれかに属していることを知ることです。
1. 北王国の滅亡 ― 紀元前721年
北王国の滅亡前、神は預言者たちを遣わし、彼らに警告するとともに、悔い改めるよう励まされました。これらの預言者が活動した年代については学者の間で多くの議論がありますが、ここではヘブライ語聖書に記載されている順序のままにします。
· ホセア – 年代またはメッセージの対象は不明
· アモス – 南から来たが、北で説教した
· オバデヤ – 不明だが、ここに含める
· ヨナ - ニネベの人々（アッシリア帝国の首都）に説教した。
· ミカ – 南から来た
2. 南王国の滅亡 ― 紀元前587年
同様に、南王国が滅びる前に、神は彼らに警告するため預言者たちを遣わされました。それは、北王国の滅亡という実例を示していたことに加えてのことでした。
· ナホム書、ハバクク書、ゼパニヤ書
3. ユダの手紙ヤとエルサレムへの捕囚民の帰還 ― 紀元前538～457年
エレミヤの70年の預言が成就し、捕囚となっていた人々の一部が帰還すると、神は、帰還して神殿での礼拝を再開した人々を励まし、教え、戒めるために、預言者たちを遣わされました。
· ハガイ書、ゼカリヤ書、マラキ書
要約
これまで、これらの小預言書を主に二つの方法で見てきました。
1. ヘブライ語正典と旧約聖書正典の両方において、彼らの書がどこに位置づけられているか。
1. これらの人々がユダの手紙ヤ人の歴史の中でいつ仕え、また神の預言者としてどのような特別な役割を果たしたか。
次の章では、これらの書の復習と要約を始めます。このコースでは、十二小預言書のそれぞれを一行ずつ学ぶのではなく、内容、歴史、主な特徴、著者に関する情報、各書の目的とメッセージを要約し、最後に現代への適用をいくつか取り上げます。
この学びを終える頃には、これらの預言者のうちの一人の名前を誰かが挙げたとき、その預言者がいつ生きていたのか、誰に向かって説教したのか、主なメッセージは何だったのか、そしてその書に特有の特徴が何であるのかを、皆さんが分かるようになっていればと思います。
例えば、ホセアは売春婦と結婚し、ミカはイエスの出生地について語り、ゼカリヤは飛んでいる巻物の幻を見ました。
最終的に、皆さんは専門家になるわけではありませんが、それぞれの書と、それが全体の中でどのような位置を占めているかに精通するようになります。さらに、小預言書を読み始めるための、ついに十分な理由を得ることになります。計画としては、皆さんが学習ガイドを読む前に各書を読み、私たちの学びの中でその書を復習し分析し、その後、過程を完了するためにもう一度その書を読むというものです。
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